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きみにこの謎が解けるか⁉
よくある臨床化学検査のピットフォール

1．異常値に遭遇した際の基本的な考え方
中野恵一（北大病院）

2．�きみにこの謎が解けるか !?　臨床化学検査で遭遇する異常値
Question 1　異常高血糖―検査値が語る真実とは
佐々木克幸（東北大病院）
Question 2　見えない変動―静かに進む異常値
佐々木克幸（東北大病院）
Question 3　 セルの中で起こった事件―検査値からみる反応異常
余村　求（天理よろづ相談所病院）
Question 4　検体性状は正常か―混濁に隠された真値
三上愛陽（国立がん研究センター中央病院）
Question 5　 迷子になった測定値―あなたのおうちはどこですか
北川裕太朗（埼玉医大病院）
Question 6　 分析装置がついた嘘―もっと私を見て
北川裕太朗（埼玉医大病院）
Question 7　 仄暗い試薬庫の底から―患者検体の測定可否は？
三好雅士（徳島大病院）
Question 8　 エラーのない異常値―過ぎたるは及ばざるがごとし
三好雅士（徳島大病院）
Question 9　 ふたたび遭遇した高血糖―油断がつくる落とし穴
酒本美由紀（琉球大病院）

同時掲載コーナー“特集とあわせて読みたい”
うちでもできる！　異常値解析の実践的アプローチ
土筆智晶（北里大病院）
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◆　前号（4 月号）より，連載「臨床検査技師の
ための AI・データサイエンス入門」がスタートし
ました．AI 駆動型検査機器の導入が加速し，臨床
検査技師として求められる役割が変化しつつある
今，これからの時代を生き抜くためのリテラシー
が求められています．本連載では初学者向けに，
現場で活かせる実践的な内容を含めて 1 年間にわ
たりご解説いただきますので，ぜひ最終回まで完
走していただければ幸いです．
◆　豆腐料理が好きです．最近は，中華のお総菜
屋さんで出会った「干し豆腐のサラダ」のさっぱ
りした味付けと歯ごたえに感動しました． （湯本）
◆　今月の表紙は，苔をズームで撮影した写真で
す．青森県の奥入瀬渓流で，ルーペ片手にネイ
チャーガイドの方と散策する苔観察ツアーに参加
して以来，すっかり苔の虜になってしまいまし
た．ルーペを顔に密着させたまま苔に寄ると，ピ
ントが合いやすくよく見えるとのことで，これほ
どルーペを握りしめていた日はないと思えるほど
夢中になって観察していました．少し乾燥してい
る苔に霧吹きで水をかけると，途端に生き生きと
し始める様子がとても愛らしく，これを書いてい
る今もまた見に行きたくなっています． （川岸）
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